
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    平成２７年  冬発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報誌 第３６号 

理 念 

 私たちは、赤十字精神のも
とに、子どもたちの権利擁護

と最善の利益を守り、心身と

もに健やかな成長を図るこ

とのできる愛情のこもった

保育環境を提供します。 



小さな「できた」を実感し大きな「できた」につなげよう 

～院内研修 ポーテージ早期教育プログラム～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当院では入所児の健全な発達を促すため３年前

からポーテージ早期教育プログロムを養育に取り

入れています。  

今回の研修テーマは、『行動』のとらえ方。 

子どものありのままの姿を観察することを中心

に学習しました。ひとつの行動も小さなステップに

分けることによって、たくさんの『できる』が発見

できます。 

大きな『成功』への自信となるよう私たち養育者

の『まなざし』を磨き、毎日の生活の中で『できた』

実感させていくことの大切さを学びました。 

～靴をはく～ 

小さなステップを積み重ねてひとつの行動が完成します。 

 今現在の発達を見極め、それに沿った目標を

立てる事の大切さを再確認しました。 

 子どもを“よく見る”視点として、これまで

以上にポーテージを活用していきたいと思いま

す。（田澤） 

小さなステップに気づくことができれば、

子どもと一緒に小さな達成感がたくさん味

わえるのではないか…と今からわくわくし

ています。子どもの発達に沿った援助を考え

ていきたいです。（木元） 

受講を終えて 

マジックテープをはがす 

足を靴に入れる 

ポーテージとは、 

発達に偏りのある乳幼児のための早期教育 

プログラム 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ひよこ組 

 ２人の赤ちゃんが離乳食開始となりました！ 

口をモグモグ動かし上手にゴックン！ 

 野菜やタンパク質が入ると、Ａくんは泣き出し、Ｙ

ちゃんはニコニコして食べるのが進まず…。焦らずゆ

っくり食べることの楽しさを覚えていこうね。（佐藤

（順）） 

ぱんだ組 

 出産のため退職する職員にサプライズでお別れ会。

みんなで作った写真たてをプレゼントし、手作り絵本

を読んでもらいました。元気な赤ちゃんを見せに来て

くれる日を楽しみに待っている子どもたちでした。 

（金子） 

ばんび組 

 最近のブームは節分ごっこ。オニのお面をかぶり、

子オニに変身です。「泣かないで鬼は外するもん！」

「オニ、やっつけてやる～！」とＲくん。しかし、オ

ニのお面をかぶった保育者が現れると「こわい～」と

別の保育者の後ろへ(笑) （笠原） 

ことり組 

Ｋくんのお別れ会のためにみんなでケーキ作り！

クリームやイチゴ・キウイで個性的にデコレーショ

ン（笑）Ｋくんは、照れながらも「ありがとう」と

言って楽しい最後の思い出作りができました。 

（伊藤） 

子オニさんが、「鬼は外～」って…(笑) 

最初の一さじ「なんだこれ!?」 

デコレーションは私に任せて！ 

お腹の中に赤ちゃんいるの？ 

保育室ダイアリー 



■編集・発行  秋田赤十字乳児院 

〒010－0041 秋田市広面字釣瓶町 100-3 

TEL 018-884-1760   FAX 018-884-1762 

電話相談 018-884-1761 

URL  http://www.akita.jrc.or.jp/nyujiin/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２２日、秋田ノーザンハピネッツのリチャー

ド・ロビー選手が来院され衣類のご寄付をしてくださ

いました。初めて見る背の高いロビー選手を見て、子

どもたちは、びっくりして泣き出してしまった子もい

ました。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 
 

職 
 

子どもたちより、職員の方が喜んでる（*^_^*） 
 
 

その他に、大勢の方からご寄付をいただいておりま

す。詳しくは、当院ＨＰをご覧ください。 

 

 

 

 

 

編集後記 

 

毎年、この時期になると、子どもたちの「おには～

そと！」という声があちらこちらで聞こえてきます。 

 たまに、変装していない私に向かって「おには～そ

と～！」と豆を投げるマネをする子もいます(>_<)。な

んということでしょう…鬼だなんて…(*_*;) 

そのたびに、泣きそうになりながらも「鬼だぞ～!!」と

なりきって一緒に遊びます。 

ちなみに、今年は、 

「福はうち～!!」 

まで言ってくれ、 

ぜひ、私に福を呼ん 

でくれることを 

期待しております。  

 

      田口（知） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祝！七五三 ～記念撮影でパシャリ～ 

善意寄付 

昨年の１１月、９名の子どもたちが七五三を 

迎えました。株式会社ジェイ・ストーム様より「幼

い子どものゆたかな育ち応援助成」としていただい

た寄付金で乳児院、初の試み。さとう写真スタジオ

さんに来て頂き、記念撮影を行いました。 

着物やドレス、羽織を着た子どもたちは緊張した

表情でしたが、「かわいい～」「かっこいい～」の 

声に素敵な笑顔を見せてくれました。 

元気に大きくな～れ 

         太平山三吉神社 
プレイルームがスタジオに変身！撮影開始 


